
　

ち
ば
地
区
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
千
葉
市
・
市
原
市
・
八
千
代
市
の

女
性
農
業
者
33
名
で
構
成
さ
れ
る
広
域

の
女
性
学
習
組
織
で
す
。
経
営
類
型
は

様
々
で
す
が
、
年
２
〜
３
回
の
研
修
を

通
じ
、
農
業
に
関
す
る
共
通
項
目
の
学
習

や
経
営
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
の

会
員
同
士
の
情
報
交
換
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

前
は
、
講
習
会
や
バ
ス
を
使
っ
た
他

地
域
の
優
良
事
例
視
察
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
感
染
症
拡
大
後
は
会
員
が

集
ま
る
こ
と
も
な
か
な
か
で
き
ず
に
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
研
修
を

実
施
す
る
方
法
に
つ
い
て
、
役
員
で

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
会
員
各
自
が
自
家
用
車

で
現
地
集
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
屋
外

で
説
明
を
受
け
ら
れ
る
視
察
先
を
選
定

し
、
11
月
12
日
に
市
原
市
の
観
光
み
か

ん
園
「
房
総
十
字
園
」
を
会
員
26
名
で

訪
問
し
ま
し
た
。
経
営
主
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
苅
米
眞
弓
さ
ん
か
ら
お
話

を
聞
き
、
６
次
産
業
化
の
取
組
や
観
光

農
園
を
運
営
す
る
上
で
の
工
夫
な
ど
、

女
性
の
視
点
を
経
営
に
生
か
し
て
い
る

事
例
を
学
び
ま
し
た
。

視
察
の
後
は
市
原
市
農
業
セ
ン
タ
ー

に
会
場
を
移
し
、
会
員
で
千
葉
県
農
業
士

で
も
あ
る
周
郷
綾
さ
ん
が
、
仲
間
と

と
も
に
地
元
の
小
学
校
で
食
育
活
動

に
取
り
組
み
、
地
域
参
画
し
て
い
る
事
例

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

農
業
事
務
所
は
、
こ
れ
か
ら
も
女
性

農
業
者
の
学
び
と
交
流
の
場
と
し
て
、

活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
の
場
を

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
の
場
を

　
　
　
　

〜
ち
ば
地
区
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
〜

ち
ば
地
区
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
〜

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
の
場
を

　
　

〜
ち
ば
地
区
女
性
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
〜

房総十字園で苅米氏の話を聞く会員

観光農園の状況を学ぶ会員

事例発表する周郷氏

　

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
や
価
格

低
下
を
は
じ
め
、
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々
な
リ
ス
ク
に

よ
る
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。

１　

補
償
の
対
象
と
な
る
事
例

　

自
然
災
害
、
市
場
価
格
の
低
下
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
、
け
が
や
病
気
で
収
穫
不
能
、

盗
難
等
に
よ
る
収
入
の
減
少
な
ど
。

２　

加
入
で
き
る
方

　

加
入
申
請
時
に
、
青
色
申
告
を
１

年
以
上
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個
人

又
は
法
人
）
。

　

農
業
共
済
、
ナ
ラ
シ
対
策
、
野
菜

価
格
安
定
制
度
等
の
類
似
制
度
と
の

重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
当
分
の
間
の
特
例
と
し

て
、
野
菜
価
格
安
定
制
度
の
利
用
者

が
初
め
て
収
入
保
険
に
加
入
す
る

場
合
、
最
初
の
二
年
間
に
限
り
、

収
入
保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
を

同
時
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

保
険
期
間

　

個
人
：
１
月
〜
12
月

　

法
人
：
事
業
年
度
の
１
年
間

４　

補
償
内
容

　

保
険
期
間
の
収
入
が
、
基
準
収
入

の
９
割
を
下
回
っ
た
時
に
、
下
回
っ

た
額
の
９
割
を
上
限
に
補
て
ん
し
ま

す
（
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、

鶏
卵
は
対
象
外
）
。

５　

補
て
ん
金
の
支
払
い

　

保
険
期
間
の
終
了
後
に
支
払
わ
れ

ま
す
。
保
険
期
間
中
に
自
然
災
害
や

価
格
低
下
等
に
よ
り
補
て
ん
金
の

受
け
取
り
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

無
利
子
の
つ
な
ぎ
融
資
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

６　

そ
の
他

　

保
険
料
が
安
く
な
る
タ
イ
プ
も
あ

り
ま
す
。

７　

問
合
せ
先

　

千
葉
県
農
業
共
済
組
合

　

☎
０
４
３
（
２
４
５
）
７
４
４
７

近
年
、
全
国
的
に
台
風
等
に
よ
る

強
風
や
大
雪
な
ど
の
災
害
が
多
発
し
て

お
り
、
農
業
用
施
設
に
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
県
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
令
和
元
年
度

房
総
半
島
台
風
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
、
災
害
に
強
い
生
産
基
盤
を
築
く
た
め

に
「
千
葉
県
農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被
害

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
令
和
元
年
10
月

に
作
成
し
、
被
害
パ
タ
ー
ン
（
立
地

条
件
・
風
向
き
・
周
囲
の
環
境
条
件

等
）
の
分
析
や
、
被
害
軽
減
に
向
け
た

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
保
守
管
理
・
補
強

対
策
、
優
良
事
例
等
を
整
理
し
ま
し

た
。
ま
た
、
同
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
、

ハ
ウ
ス
の
補
強
・
保
守
管
理
に
つ
い
て

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
「
千
葉
県

農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被
害
防
止
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
集
」
を
令
和
２
年
７
月
に
作
成

し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
台
風
等
の

発
生
は
あ
っ
た
も
の
の
、
幸
い
な
こ
と

に
大
き
な
被
害
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
地
球
温
暖
化
等
が
進
む
中
で
、

今
後
も
自
然
災
害
へ
の
注
意
を
払
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
千
葉
県
農
業
用
ハ
ウ
ス
災
害
被
害

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
「
千
葉
県
農
業
用

ハ
ウ
ス
災
害
被
害
防
止
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
集
」
は
千
葉
県
庁
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

農
業
用
ハ
ウ
ス
を
所
有
さ
れ
る
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
防
災
・
減
災
に

向
け
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
印
刷
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
モ
バ
イ
ル
端
末
に
保
存
し
現
場
で
の

チ
ェ
ッ
ク
に
役
立
て
る
な
ど
、
御
活
用

く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
を
紹
介
し
ま
す
！

農
業
用
ハ
ウ
ス
の

災
害
被
害
防
止
に
向
け
た
県
の
取
組
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千
葉
県
の
令
和
３
年
作
の
作
況
指
数

は
「
１
０
１
」
と
な
り
、
平
年
並
み
で

し
た
。
ま
た
、
品
質
面
で
は
、
農
産
物

検
査
の
う
る
ち
玄
米
１
等
米
比
率
が

90
％
と
概
ね
良
好
で
し
た
。

し
か
し
、
一
部
の
作
型
で
、
７
月
上
旬

の
連
続
し
た
降
雨
の
影
響
で
、
青
米
に

よ
る
収
量
の
減
少
や
葉
い
も
ち
の
発
生

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
葉
い
も
ち
が
多
発

し
た
ほ
場
で
は
、
穂
い
も
ち
発
生
に
よ

る
減
収
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
作
で
の
い
も
ち
病
の
対
策

①
ほ
場
に
お
い
た
補
植
用
取
り
置
き
苗

は
早
期
に
い
も
ち
病
が
発
生
し
や
す

い
の
で
速
や
か
に
処
分
し
ま
し
ょ

う
。

②
葉
い
も
ち
が
発
生
し
や
す
い
地
域
等

で
は
育
苗
箱
施
用
粒
剤
を
使
用
す
る

こ
と
が
効
果
的
で
す
。

③
葉
い
も
ち
が
穂
い
も
ち
の
伝
染
源
と

な
る
の
で
出
穂
期
を
迎
え
る
ま
で
に

葉
い
も
ち
を
治
療
し
、
穂
い
も
ち
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
も
ち
病
の
発
病
に
好
適
な
条
件

は
、
気
温
が
25
℃
前
後
で
湿
潤
状
態
が

続
く
場
合
で
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が

頻
繁
に
訪
れ
る
場
合
に
は
多
発
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ほ
場
で
発
病
し

て
い
な
い
か
注
意
深
く
観
察
す
る
と
と

も
に
、
農
薬
散
布
の
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　

ト
ン
ネ
ル
除
去
後
に
、
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
キ
ア
ゲ
ハ
等
の

防
除
を
行
い
ま
す
が
、
近
年
は
特
に

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
に
よ
る
根
部

の
被
害
が
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

ゾ
ウ
ム
シ
類
は
、
羽
が
退
化
し
て
い

る
た
め
、
歩
行
し
て
移
動
し
ま
す
。
よ

く
観
察
し
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類

の
成
虫
が
畑
に
見
ら
れ
た
ら
表
に
記
載

の
農
薬
で
防
除
を
行
い
ま
す
。
農
薬
を

使
用
す
る
場
合
は
、
登
録
内
容
を
再
度
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
中
旬
、
穴
あ
き
換
気
を
始
め
る

頃
か
ら
予
防
的
に
散
布
し
ま
す
。
そ
の

後
、
ト
ン
ネ
ル
除
去
後
に
も　

散
布
し

ま
す
。
か
け
残
し
の
な
い
よ
う
に
葉
の

表
裏
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
バ
リ
ン

顆
粒
水
溶
剤
の
株
元
灌
注
は
薬
量
が

多
く
、
散
布
し
づ
ら
い
で
す
が
、
株
に

し
っ
か
り
と
か
か
る
の
で
効
果
的
で

す
。

　

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
の
被
害
が

見
ら
れ
た
ほ
場
は
、
薬
剤
に
よ
る
防
除

と
耕
種
的
防
除
を
併
せ
た
総
合
防
除
を

実
施
し
ま
す
。
収
穫
後
、
緑
肥
植
物
の

ク
ロ
タ
ラ
リ
ア
（
商
品
名　

ネ
マ
ッ
ク

ス
）
や
ソ
ル
ゴ
ー
を
10
ａ
当
た
り
４
〜

５
㎏
は
種
し
て
、
花
芽
が
見
え
て
き
た

ら
す
き
込
み
ま
す
。

第 154 号 ⑵普 及 だ よ り

水
稲
令
和
３
年
作
の
振
り
返
り
と

　
　

令
和
４
年
作
で
の
対
策

春
夏
に
ん
じ
ん
の

　

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
防
除

アルバリン／スタークル
顆粒水溶剤　※

コテツフロアブル

アクセルフロアブル

400倍
0.4L/m2

2000倍

1000倍

株元灌注

散布

散布

収穫２１日
前まで

収穫前日
まで

収穫前日
まで

１回

２回以内

３回以内

農薬名 希釈倍数 使用方法 使用時期 使用回数

表　にんじんでヒョウタンゾウムシ類に登録のある農薬

※トビイロヒョウタンゾウムシに登録

葉いもちの様子
縦に長いひし形の
病斑です。

　　　　穂いもちの図
穂首への感染により、白穂となり
被害は深刻です。

　

主
食
用
米
の
需
要
は
、
人
口
の
減
少

や
食
の
多
様
化
等
に
よ
っ
て
、
全
国
で

年
間
約
10
万
ｔ
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
産
で
は
、
全
国
的
に
主
食
用
米
か

ら
飼
料
用
米
等
へ
の
転
換
が
進
み
ま
し

た
が
、
国
で
は
、
令
和
４
年
６
月
末
の

民
間
在
庫
量
は
、
適
正
水
準
を
上
回
る

見
通
し
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
安
定
に
向
け
て
、
飼
料
用

米
の
生
産
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な

状
況
で
す
。

　

主
食
用
米
の
生
産
を
減
ら
し
て
、

飼
料
用
米
に
取
り
組
む
と
、

①
国
や
県
・
市
町
村
の
助
成
に
よ
っ
て
、

米
価
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
し
た
収
入

を
得
る
こ
と
が
見
込
め
ま
す
（
主
食
用

米
で
は
、
米
価
が
下
落
す
る
と
収
入
が

減
少
し
ま
す
）
。　

②
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、
米
価

の
維
持
に
繋
が
り
ま
す
。

★
令
和
４
年
度
の
国
の
支
援
策

①
戦
略
作
物
助
成

水
田
を
活
用
し
て
、
対
象
作
物
を
生
産

す
る
農
家
を
支
援
し
ま
す
。

・
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米

10
ａ
当
た
り
、
収
量
に
応
じ
て

　

５
・
５
万
円
〜
10
・
５
万
円

・
加
工
用
米

10
ａ
当
た
り
、
２
万
円

・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

10
ａ
当
た
り
、
８
万
円

・
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

10
ａ
当
た
り
、
３
・
５
万
円

②
産
地
交
付
金

　

地
域
の
裁
量
で
産
地
づ
く
り
に
向
け

た
取
組
を
支
援
し
ま
す
（
支
援
内
容
や

単
価
は
未
定
で
す
）
。

③
都
道
府
県
連
携
型
助
成

　

都
道
府
県
が
転
換
作
物
を
生
産
す
る

農
業
者
を
独
自
に
支
援
す
る
場
合
に
、

当
該
支
援
に
対
し
て
、
前
年
度
か
ら
の

拡
大
面
積
に
応
じ
て
、
都
道
府
県
の
支
援

単
価
と
同
額
（
上
限
10
ａ
当
た
り
、

５
千
円
）
を
国
が
追
加
し
て
支
援
し
ま

す
。

④
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成

県
及
び
産
地
が
作
成
す
る
計
画
に
基
づ

き
、
野
菜
や
果
樹
等
の
高
収
益
作
物
の

導
入
と
定
着
を
図
る
取
組
を
支
援
し
ま

す
。

⑤
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
助
成

　

産
地
と
実
需
者
が
連
携
し
、
新
市
場

開
拓
用
等
米
や
加
工
用
米
等
の
新
た
な

需
要
拡
大
の
た
め
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。

※

問
合
せ
先

各
市
農
業
再
生
協
議
会
ま
た
は
、

千
葉
農
業
事
務
所
企
画
振
興
課

　

☎
０
４
３
（
３
０
０
）
１
９
８
５

　

飼
料
用
米
生
産
や
米
生
産
に
関
す
る

情
報
は
、
県
農
業
再
生
協
議
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
、
飼
料
用
米

生
産
の
取
組
に
よ
る
収
入
見
込
額
と
主
食

用
米
と
の
比
較
も
自
動
で
簡
単
に
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
ま
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
４
年
も
引
き
続
い
て

　

飼
料
用
米
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
４
年
も
引
き
続
い
て

　

飼
料
用
米
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

稲
作
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　

令
和
４
年
も
引
き
続
い
て

飼
料
用
米
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

第 154 号⑸ 普 及 だ よ り

※

取
組
の
ポ
イ
ン
ト

①
複
数
年
契
約
（
３
年
以
上
）
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

国
は
令
和
３
年
度
に
は
、
産
地

交
付
金
で
飼
料
用
米
・
米
粉
用
米
の

複
数
年
契
約
で
、
10
ａ
当
た
り
、

１
・
２
万
円
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

②
収
量
の
増
加
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

飼
料
用
米
に
区
分
管
理
方
式
で

取
り
組
む
場
合
、
戦
略
作
物
助
成
の

交
付
額
は
、
収
量
に
応
じ
て
、
10
ａ

当
た
り
、
５
・
５
万
円
〜
10
・
５
万
円

と
な
り
、
収
量
が
増
加
す
る
ほ
ど
、

交
付
金
額
が
増
え
ま
す
。

③
生
産
・
出
荷
・
保
管
・
販
売
な
ど

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

飼
料
用
米
等
の
新
規
需
要
米
は
、

定
め
ら
れ
た
用
途
以
外
へ
の
使
用

ま
た
は
定
め
ら
れ
た
用
途
以
外
に

使
用
す
る
目
的
で
の
出
荷
・
販
売
は

で
き
ま
せ
ん
。
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を

改
め
て
確
認
し
適
正
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。



　

八
千
代
市
村
上
の
加
藤
浩
康
さ
ん

は
、
家
族
で
１
２
０
ａ
の
梨
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
平
成
24
年
に
千
葉
県
指
導

農
業
士
に
認
証
さ
れ
、
昨
年
度
は
八
千

代
市
梨
業
組
合
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域

農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

○
農
業
の
担
い
手
育
成

　

令
和
元
年
か
ら
は
千
葉
県
立
農
業

大
学
校
生
を
受
入
れ
、
学
生
が
自
発
的

に
学
ぶ
こ
と
を
意
識
し
た
実
習
に
よ
り

担
い
手
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
雇
用
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

　

梨
の
栽
培
管
理
作
業
は
、
人
工
受
粉

か
ら
収
穫
（
３
月
下
旬
〜
９
月
）
ま
で

の
期
間
に
集
中
し
ま
す
。
ま
た
、
自
身

の
直
売
所
で
梨
を
販
売
し
て
い
る
た

め
、
直
売
所
で
選
果
、
箱
詰
め
、
接
客

な
ど
を
担
当
す
る
人
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
パ
ー
ト
や
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
し
、
適
期
管
理
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

○
八
千
代
市
梨
業
組
合
長
を
務
め
て

　

加
藤
さ
ん
が
八
千
代
市
梨
業
組
合
長

に
就
任
し
た
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ

り
、
思
う
よ
う
に
組
合
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
直
売
所
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
対
策
に
か

か
る
費
用
を
組
合
が
助
成
す
る
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
柔
軟
な
対
応
を

行
い
ま
し
た
。

○
今
後
の
取
組

　

今
後
、
温
暖
化
に
伴
う
気
象
の
変
化

や
お
中
元
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
従
来
の

方
法
で
は
対
処
が
困
難
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
新
た
な
栽
培
管
理

方
法
や
新
品
種
の
導
入
を
検
討
し
た
い

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

佐
久
間
規
幸
さ
ん
は
、
市
原
市
で

成
牛
60
頭
規
模
の
酪
農
業
を
営
ん
で

い
ま
す
。
市
原
市
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良

同
志
会
に
所
属
し
、
飼
養
管
理
な
ど
酪
農

経
営
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

○
経
営
移
譲
が
大
き
な
転
機
に

　

佐
久
間
さ
ん
は
10
年
前
に
両
親
の

営
む
酪
農
業
に
就
農
し
、
３
年
前
に
経
営

移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
等
の
経
営
管
理

を
自
分
で
行
い
、
経
営
全
体
を
把
握
す
る

こ
と
で
、
飼
養
管
理
に
つ
い
て
も
改
善

す
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
た
そ
う
で

す
。

○
乳
量
・
乳
質
の
向
上
を
目
指
し
て

　

子
牛
の
頃
の
管
理
は
乳
量
に
大
き
く

関
わ
り
ま
す
。
以
前
は
、
子
牛
の
体
調

不
良
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
寒
い

季
節
に
は
ヒ
ー
タ
ー
で
温
度
調
節
す
る

な
ど
、
子
牛
の
管
理
に
気
を
配
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
群
検
定
を
利
用
し
て
、

高
能
力
の
牛
を
多
く
残
し
、
乳
量
・
乳
質

の
悪
い
牛
は
日
々
観
察
し
、
別
管
理
す

る
こ
と
で
、
６
〜
８
年
か
け
て
牛
群
の

底
上
げ
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

○
若
手
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　

現
在
は
、
子
牛
を
飼
養
す
る
ス
ペ
ー

ス
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
畜
舎
を
新
設

す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
製
造
な
ど
の
６
次
産
業
化
に
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

経
営
移
譲
後
、
早
く
か
ら
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
き
た
佐
久
間
さ
ん
は

「
自
分
が
率
先
し
て
行
動
す
る
こ
と

で
、
若
い
世
代
に
刺
激
を
与
え
ら
れ
た

ら
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
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経
営
改
善
に
取
り
組
む

若
き
経
営
者

〜
市
原
市 

佐
久
間
規
幸
さ
ん
〜

経
営
改
善
に
取
り
組
む

若
き
経
営
者

〜
市
原
市
佐
久
間
規
幸
さ
ん
〜

雇
用
を
活
用
し
て
適
期
管
理
を

実
践〜

八
千
代
市 

加
藤
浩
康
さ
ん
〜

雇
用
を
活
用
し
て
適
期
管
理
を

実
践〜

八
千
代
市
加
藤
浩
康
さ
ん
〜

育成している牛と笑顔で写る佐久間さん
牛もばっちりカメラ目線です！

せん定・整枝作業を行う
加藤さん。春に向けて、
準備を進めています。
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千
葉
県
農
業
士
と
は
、
農
業
者
と
し

て
の
意
欲
と
社
会
的
評
価
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
農
業
の
推
進
者
と

見
込
ま
れ
る
若
手
農
業
者
を
千
葉
県

知
事
が
認
証
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
、
千
葉
県
全
体
で
15
名
が

千
葉
県
農
業
士
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
地
域
で
は
、
地
域
農
業
を
け
ん

引
し
、
地
域
の
農
業
集
団
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
た
経
験
の
あ
る
５
名
が
、
千
葉
県

農
業
士
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
農
業
士
に
は
、
千
葉
県
全
域
の

組
織
と
千
葉
地
域
全
域
の
組
織
が
あ
り
、

視
察
研
修
、
経
営
訪
問
、
情
報
交
換
会
等

の
活
動
を
通
じ
て
相
互
研
鑚
を
し
て
い

ま
す
。

　

皆
様
の
今
後
一
層
の
御
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

農
業
事
務
所
で
は
、
就
農
間
も
な
い

青
年
農
業
者
を
対
象
に
、
農
業
経
営

体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
義
や
視
察
を

通
じ
、
３
年
間
で
営
農
に
必
要
な
知
識

や
技
術
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

１
年
目
は
、
病
害
虫
や
土
壌
肥
料
、

農
薬
の
安
全
使
用
、
農
業
機
械
の
安
全

使
用
な
ど
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
を

講
義
と
実
習
で
学
び
ま
す
。

　

２
年
目
は
、
よ
り
発
展
的
な
知
識
・

技
術
習
得
の
た
め
、
優
良
事
例
視
察
や

講
義
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
自
身
の

経
営
の
問
題
解
決
に
向
け
た
個
別
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
進
め
ま
す
。

３
年
目
は
、
セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
の
自
身

の
経
営
発
展
に
向
け
て
経
営
分
析
を

行
い
、
営
農
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
講
者
同
士
の
情
報
交
換
や

相
互
訪
問
を
行
い
、
同
じ
時
期
に
就
農

し
た
仲
間
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
セ
ミ
ナ
ー
は
５
月
に
開
講

予
定
で
す
。
お
問
合
せ
は
、
農
業
事
務
所

改
良
普
及
課
ま
で
。

☎
０
４
７
５
（
３
０
０
）
０
９
５
０

令
和
３
年
度　

千
葉
県
農
業
士

新
規
認
証
者
の
紹
介

令
和
４
年
度　

農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

千
葉
県
農
業
士
認
証
者加藤 伸一さん

千葉市
水稲

  か とう しんいち

宮﨑 真一郎さん
八千代市
果樹

みやざき しんいちろう

宮﨑 修一さん
八千代市
果樹

みやざきしゅういち

宮﨑 貴文さん
八千代市
果樹

みやざき たかふみ

石井 一也さん
千葉市

水稲・果樹・野菜

いし い　　  かず や

土壌の物理性調査の実習

優良事例視察


